
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

６年生になり１カ月が過ぎました！ 
  

先日は、学習参観、PTA総会、学級懇談会にお越しいただき、ありがとうございました。担任一同、保護

者の皆様と学校が互いに手を取り合い、子どもたちのより良い成長を支えていければと考えております。子

どもたちや学校に関することで何かあれば学校までご一報ください。今後ともよろしくお願いいたします。 

さて、１学期が始まって約１カ月が過ぎ、子どもたちの生活ぶりから、少しずつ６年生としての自覚が見ら

れるようになってきました。色別活動の計画や委員会活動などに取り組み、一人ひとりが力を発揮していま

す。また、１年生に朝の用意や掃除のしかたを丁寧に教える姿も見られ、「６年生がんばっているね」と声を

かけてもらうことも多くなってきました。６年生の子どもたちが学校のリーダーとして活躍していけるよう支援

していきます。 

長い連休が始まりますが、生活のリズムを乱すことなく学習や学校生活に集中して取り組めるよう心がけ

ていきます。ご家庭でも、連休中の過ごし方を子どもたちと話す機会をもっていただきますようお願いいたし

ます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別懇談会について  
 

５月１2 日（火）～１5 日（金）、1８日（月）1９日（火）に、個別懇談会を実施させていただきます。ご家庭

でのお子さんの様子、学校での様子、お家の方の願いなどお話をさせていただきたいと思っています。10

分という短い時間ではありますが、よろしくお願いします。  

    

6年生の５月行事予定

集金について 
 

教材費      １０００円  

積立金      １０００円  

PTA会費   １０００円  

計３０００円 

※２６日（火）引き落としです。 

よろしくお願いします。 

１２日（火）１・６交流会② 

２０日（水）委員会活動⑥ 

２７日（水）校医検診（6年1組） 

２９日（金）プール掃除 

水口小学校６年 

   学年通信 

    ５月号 

２０２６．４．３０ 

 

 



お知らせとお願い  
 

○ノートの２冊目からは、ご家庭で用意していただきますようお願いいたします。購入の際は、同じマスのも 

の（５mm方眼）でお願いします。表紙は同じものでなくて構いません。 

 

○これからだんだん暑くなってきますので、水筒（お茶）を持たせてください。また、汗拭きタオルを体操服と 

一緒に持たせていただきますよう、よろしくお願いします。 

 
○子どもの持ち物のご確認お願いします。（学校に不要な物を持ってこない） 
    
 
 
 
 
 

 

大型連休中に注意していただきたいこと 
 

１、外で遊ぶ時は、「いつ、どこで、誰と、いつ帰るか」を伝える。 

２、自転車に乗る時は、ヘルメットをかぶる。 

３、規則正しい生活を送る。 

４、知らない人に声をかけられてもついていかない。 

５、子どもだけで大型店舗やコンビニに行かない。 

６、交通ルールや遊びのマナーを守り、健康で安全な生活を心がける。 

心身共に健康で安全な大型連休になりますようにお願いいたします。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※学年通信に、担任からのメッセージを掲載しています。日々感じたことをお伝えしていきたいです。 

『筆箱の中身』 

  鉛筆５本、消しゴム、定規、名前ペン、赤鉛筆か赤ボールペン 

  青鉛筆か青ボールペン 学習で使うマーカー キーホルダーなどはつけない 

                 私は、マラソンが得意ではありません。走っている最中は、しんどくて「なぜ走っているの 

だろう」と思うことも何度もあります。それでも、苦手なマラソンに挑戦している自分が、私

はけっこう好きです。今年はフルマラソンに４回チャレンジしました。決して速いタイムではありません。一歩一

歩、着実に前へ進むだけです。その道のりには、いろいろな気持ちがあります。「もっとできたかもしれない」と

いう後悔。沿道からの温かい声援に胸が熱くなる瞬間。エイドで味わうご当地メニューの楽しさ。スタート直後

の「今日は行けるかも」という根拠のない自信。そして、ゴールが見えたとき、なぜか涙が出そうになる不思議

な気持ち。まさに感情のジェットコースターです。喜怒哀楽をたくさん感じるからこそ、「ああ、生きているな」と

実感します。この１年、子どもたちには Bloom（開花） を合言葉に歩みます。でも、花を咲かせるためには、目

に見えない「根」の部分が何より大切です。マラソンと同じで、コツコツと積み重ねること。そして、けして近道は

ありません。一歩一歩は小さくても、進み続けることで、いつの間にか大きな力になっています。子どもたち一

人ひとりが、自分のペースで根を張り、やがて自分らしい花を咲かせてくれることを願っています。                                                                            

坂本 真典 


